
 

 

 

 

   

仙南区域の病床機能分化・連携について 
 

１ 仙南医療圏における今後の医療ニーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●人口は減少傾向にあるが、75歳以上の高齢者は増加し、必要な医療ニーズにも変化 

●必要病床数は総数で約 170床程度過剰で、機能面では急性期は過剰、回復期は不足の方向性 

●地域包括ケアシステムの構築  

●回復期機能の充実  

●在宅医療のシステムづくり 

地域医療構想の着実な実現が必要 

地域で急性期から在宅まで安心な医療体制確保 

構想区域内で必要な医療機能の確

保に向けて地域の医療機関の間で

の更なる連携強化が大切 

●効率的な医療の提供 
●医療従事者の確保と資質の向上        
●経営改善効果による負担の軽減 

 

 

病院連携 
による効果 

とりわけ、２つの中核的病院を核とした仙南区域の病院による一層の機能分化・ 
連携により圏域全体の医療体制の充実・強化を図り、支えていくことが必須 

 



２ 医療機能の連携 

 
公立刈田綜合病院                    みやぎ県南中核病院  

     回復期機能に重点                  急性期機能に重点 

      総合内科、整形外科・リハビリ、              救急など政策医療、急性期医療・内科系専門医療 

        透析の充実など                         外科系の充実など                            

         

目指す姿 

・将来ニーズを見据え地域医療を支える医療提供体制の確保（高齢化・働き方改革への対応等） 

・２病院の診療実績等を踏まえた効果的・効率的な連携分化（病床の機能・規模、スタッフの有効活用） 

分化・連携により期待される効果 

・分化・連携により収支改善（安定的な医療提供） 

・２病院の医師配置を支える東北大学の協力のもと安定的な医療体制 

・地域医療構想の推進のため国が指定（2019.11頃）する「重点支援区域」の動きや「公立

病院改革」の検討にも対応（隣接する病院間での機能重複→分化・連携など） 

 

３ 今後の方向性 

○ 地域医療構想調整会議（仙南区域）等を活用し，地域の課題を協議（協議の場） 

○ 国からの助言，財政的支援を受けながら将来に向けて地域課題を解決（重点支援区域の指定） 

 

 

 

分化・連携 

＜参考＞Ｈ３０病床機能報告の結果（診療実績等） 

件数は平成３０年６月診療分（救急車受入及び退棟先の場所は平成２９年７月１日～翌年６月３０日）。 

病棟ベースで１以上１０未満の値は病床機能報告の公表において秘匿されているため，集計に含まれていない。 
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宮城県地域医療構想調整会議（仙南区域） 


